
〔
博
士
論
丈
要
旨
〕

孫
中
山
の
革
命
と
政
治
指
導

　
－
一
九
二
〇
年
代
の
研
究

横
　
　
山

宏
　
　
章

彙（121）

　
本
論
文
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
孫
中
山
の
政
治
指
導
を
研
究
し

た
も
の
で
あ
る
。
孫
中
山
は
一
九
世
紀
末
か
ら
革
命
運
動
を
組
織
し
、
辛

亥
革
命
に
成
功
し
た
。
初
代
の
中
華
民
国
臨
時
大
総
統
に
就
任
し
た
が
衰

世
凱
に
簸
わ
れ
、
北
洋
軍
閥
の
支
配
す
る
軍
閥
政
治
が
出
現
し
た
。
こ
の

た
め
孫
中
山
は
再
ぴ
革
命
に
乗
り
出
し
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
申
国
国
民

党
を
率
い
て
広
東
軍
政
府
を
樹
立
し
、
中
国
共
産
党
と
合
作
し
て
、
国
民

革
命
を
発
励
し
た
。

　
い
わ
ぱ
、
国
民
革
命
に
お
け
る
孫
中
山
の
政
治
指
導
を
考
察
し
た
も
の

で
あ
る
。
国
民
革
命
と
は
、
北
京
を
支
配
し
て
い
る
北
洋
軍
閥
、
及
ぴ
そ

れ
と
結
託
す
る
帝
国
主
義
列
強
を
打
倒
し
よ
う
と
す
る
反
軍
閥
（
反
封

建
）
反
帝
国
主
義
の
民
主
民
族
革
命
で
あ
っ
た
。
孫
中
山
は
こ
の
革
命
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、
北
京
の
北
洋
軍
閥
及
び
帝
国
主
義
列
強
に
反
対
す

る
各
種
勢
力
を
動
員
し
た
連
合
戦
線
を
築
き
あ
げ
た
。
だ
か
ら
、
孫
中
山

の
政
治
指
導
と
は
、
こ
の
連
合
戦
線
に
結
集
し
た
各
種
勢
カ
に
対
す
る
政

治
指
導
を
意
味
す
る
。

　
個
別
研
究
と
し
て
は
、
次
の
七
側
面
を
分
析
し
た
。

　
ω
　
〔
軍
政
〕
－
・
・
北
京
支
配
の
曹
銀
に
反
対
す
る
段
旗
瑞
、
張
作
霧
、

あ
る
い
は
広
東
軍
政
府
を
支
え
た
客
軍
、
そ
し
て
国
民
革
命
軍
の
基
盤
と

な
っ
た
黄
塙
軍
校
な
ど
、
軍
事
勢
カ
に
対
す
る
革
命
動
員
の
あ
り
方
を
検

討
し
た
。

　
②
　
〔
財
政
〕
…
：
二
九
二
四
年
に
発
生
し
た
広
東
商
団
軍
の
武
装
反

乱
を
中
心
に
、
孫
中
山
政
権
の
財
政
通
迫
及
ぴ
商
人
鳳
に
対
す
る
政
策
を

検
討
し
た
。

　
㈹
　
〔
党
政
1
〕
：
：
－
国
民
党
内
に
形
成
さ
れ
た
太
子
派
と
元
老
派
と

い
う
二
つ
の
派
閥
を
検
討
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
「
建
国
方
略
路
線
」
と

「
革
命
方
賂
路
線
」
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
ω
　
〔
党
政
2
〕
－
…
新
し
い
孫
中
山
の
再
出
発
と
い
わ
れ
る
孫
中
山

の
国
民
党
改
組
、
容
共
政
策
を
検
討
し
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
孫
中
山
の

「
転
換
」
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
考
察
し
た
。

　
㈲
　
〔
労
農
〕
・
－
・
－
一
九
二
二
年
の
香
港
海
員
ス
ト
ラ
イ
キ
を
中
心
に
、
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孫中山の幅広い連合戦線

　
　
　
本

萎
一
十
灘
鱗

西
南
竃
－
□
籟
鯛
畿

　
　
雲
南
軍
楊
希
関

　
　
広
西
軍
劉
震
賓

　
　
湖
南
軍
調
延
閲

　
　
河
南
軍
焚
鐘
秀

　
　
江
西
軍
李
明
揚

　
　
四
川
軍
盧
師
諦

　
　
　
　
　
葉
恭
緯

広
東
軍
許
崇
智

一
十
繍
搬
織
毒

一
息
鱗
幸
ン

■
－
ソ
ビ
エ
ト
”
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

国
民
党
及
び
共
産
党
の
労
働
運
動
を
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
孫
中
山
が
共

産
党
員
に
よ
る
労
農
運
動
を
登
周
し
て
い
っ
た
背
最
の
分
析
を
試
み
た
。

　
㈹
　
〔
外
交
ユ
〕
・
…
－
一
九
二
三
年
末
に
発
生
し
た
広
東
海
関
関
余
講

求
交
渉
を
中
心
に
検
討
し
、
孫
中
山
の
唱
え
た
反
帝
民
族
主
義
と
、
具
体

的
な
外
交
交
渉
と
の
聞
に
は
か
な
り
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
孫
中
山
の
政

策
は
現
実
主
義
的
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
ω
　
〔
外
交
2
〕
…
…
孫
中
山
外
交
と
、
孫
死
後
の
国
民
政
府
の
「
革

命
外
交
」
（
仮
英
省
港
ス
ト
ラ
イ
キ
と
漠
口
．
九
紅
英
租
界
回
－
収
）
を
此

較
検
討
し
、
そ
の
本
質
的
な
違
い
と
「
革
命
外
交
」
の
特
徴
を
明
ら
か
に

し
た
。

　
す
な
わ
ち
一
九
二
二
年
か
ら
二
五
年
の
孫
中
山
死
去
に
至
る
約
四
年
間

を
中
心
に
、
軍
政
、
財
政
、
党
政
、
労
農
、
外
交
な
ど
の
各
側
面
か
ら
、

孫
中
山
政
治
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
個
別
研
究
を
基
礎
に
、
孫
中
山
の
政
治
指
導
の
特
徴
を
次
の
よ
う

に
整
理
し
た
。

　
ま
ず
、
孫
中
山
の
幅
広
い
連
合
戦
線
を
構
成
す
る
各
種
勢
カ
を
見
る
な

ら
ぱ
、
右
は
段
旗
瑞
、
張
作
霧
と
い
っ
た
北
洋
大
軍
閥
か
ら
、
左
は
共
産

党
ま
で
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
伝
統
的
軍
事
勢
カ
と
革
命
的
政

治
勢
カ
と
は
、
そ
の
政
治
目
標
、
体
質
及
ぴ
実
カ
、
す
な
わ
ち
政
治
的
ベ

ク
ト
ル
の
違
う
勢
カ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
ベ
ク
ト
ル
の
異
な
る

各
種
勢
力
を
、
国
民
革
命
と
い
う
一
づ
の
目
標
に
向
っ
て
政
治
動
員
し
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
孫
中
山
の
攻
治
指
導
の
困
難
性
が
横
た
わ

っ
て
い
た
。

　
孫
中
山
は
そ
の
困
難
を
、
「
分
散
的
権
カ
の
多
元
的
統
合
」
と
い
う
概

念
で
説
明
で
き
る
よ
う
な
政
治
指
導
に
よ
っ
て
、
対
処
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
・
す
ぺ
て
の
勢
カ
を
一
つ
の
方
向
に
統
合
す
る
の
で
は
な
く
、

多
元
的
な
価
値
を
持
っ
た
各
種
勢
力
に
、
そ
の
実
状
に
応
じ
た
任
務
を
課

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を
独
白
に
遂
行
さ
せ
つ
つ
、
全
体
と
し
て
の
運
動

を
一
つ
に
ま
と
め
よ
う
と
し
た
。
役
割
に
応
じ
た
分
割
統
治
を
お
こ
な
い
、

孫
中
山
は
各
種
勢
カ
の
バ
ラ
ン
サ
ー
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
孫
中
仙
は
、
そ
の
各
種
勢
カ
を
調
整
す
る
バ
ラ
ン
サ
ー
と
し
て
の
瀧
力
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に
た
け
、
そ
れ
が
彼
の
政
治
的
権
威
を
強
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。本
論
文
の
特
徴
は
、
孫
中
山
の
政
治
を
、
単
な
る
彼
の
改
治
思
想
で
語

る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な
政
治
の
実
態
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
政
治
行
動
か
ら
実
証
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

〔
博
±
論
文
審
査
要
旨
〕

　
　
　
論
題
　
「
孫
中
山
の
革
命
と
政
治
指
導
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
文
審
査
担
当
者
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有

1
　
本
論
文
の
概
要

賀川谷
千

貞洗憾

　
本
論
文
は
孫
文
に
つ
い
て
、
と
く
に
晩
年
期
の
第
三
次
広
東
軍
政
府

（
一
九
二
三
－
二
五
年
）
を
統
率
し
た
時
期
を
中
心
に
、
そ
の
政
治
指
導

の
具
体
的
な
構
造
の
分
析
を
主
眼
と
し
て
い
る
。

　
孫
文
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
わ
が
国
で
発
表
さ
れ
て
い

る
が
、
従
来
の
研
究
が
と
も
す
れ
ぱ
「
恩
想
史
の
分
野
に
閉
込
め
ら
れ
す

ぎ
て
い
た
」
こ
と
か
ら
、
申
請
者
は
そ
の
歪
み
を
正
す
必
要
を
強
く
意
識

し
、
「
こ
れ
ま
で
比
較
的
軽
視
さ
れ
て
き
た
孫
中
山
の
政
治
過
程
を
分
析

し
、
か
つ
そ
の
思
想
的
側
面
を
も
政
治
的
に
再
構
築
」
す
る
こ
と
で
、

「
現
代
中
国
が
抱
え
て
い
る
政
治
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
再
検
討
」
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
、
孫
文
研
究
の
新
し
い
分
野
開
拓
へ
の
意
欲

を
燃
や
し
て
い
る
。
い
い
か
え
る
と
、
五
四
運
動
を
境
に
孫
文
の
革
命
恩

想
が
転
換
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
革
命
実
践
の
あ
り
方
も
変
化
し
た
と
い

っ
た
、
わ
が
国
学
界
の
こ
れ
ま
で
の
主
流
的
な
見
解
（
た
と
え
ぱ
、
藤
井

昇
三
、
、
山
田
辰
雄
両
教
授
）
に
対
し
、
孫
文
の
政
治
指
導
に
つ
い
て
、
軍

政
、
財
政
、
党
政
、
労
農
、
外
交
と
い
っ
た
多
角
的
な
断
面
か
ら
ア
プ
ロ

ー
チ
を
試
み
る
こ
と
で
、
現
実
主
義
者
と
し
て
の
孫
文
の
新
し
い
像
を
描

こ
う
と
す
る
。

　
ま
ず
、
本
論
文
の
構
成
で
あ
る
が
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
序
章
〔
憎
勢
〕
軍
閥
割
拠
　
中
国
国
民
革
命
の
舞
台

　
　
第
一
章
〔
軍
政
〕
軍
事
勢
カ
の
革
命
動
員
－
北
洋
軍
閥
・
箸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
・
黄
塙
軍
校

　
　
第
二
章
〔
財
政
〕
　
広
東
政
権
の
財
政
逼
迫
と
商
軍
団
の
反
乱

　
　
第
三
章
〔
党
政
ω
〕
　
太
子
派
と
元
老
派
の
両
路
線

　
　
第
四
章
〔
党
政
ω
〕
　
広
東
の
政
治
改
革
　
　
国
民
党
改
組
と
容
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
策

　
　
第
五
章
〔
労
農
〕
　
孫
印
山
の
労
働
者
一
農
民
政
策

　
　
第
六
章
〔
外
交
ω
〕
　
反
帝
民
族
主
義
と
広
東
海
関
関
余
請
求
交
渉

　
　
補
　
章
〔
外
交
ω
〕
　
中
国
国
民
革
命
と
「
革
命
外
交
」

　
　
終
章
　
　
　
孫
中
山
の
政
治
指
導

　
第
一
章
で
と
く
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
の
は
、
第
三
次
広
東
軍
政
府
の

も
と
に
集
っ
た
客
軍
（
他
省
か
ら
流
れ
て
き
た
雇
わ
れ
軍
隊
）
の
分
析
で

あ
り
、
客
軍
を
い
か
に
巧
み
に
政
治
操
作
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
孫
文
が
自

己
の
政
治
権
カ
の
軍
事
的
基
盤
を
築
い
て
い
っ
た
か
と
い
う
点
の
実
証
的

解
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
客
軍
支
配
の
た
め
に
必
要
な
資
金
源
確
保
の
た
め

に
、
孫
文
が
さ
ま
ざ
ま
の
手
段
を
行
使
し
た
実
態
が
明
ら
か
に
岩
れ
る
。
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さ
ら
に
孫
文
が
中
国
の
政
治
的
な
統
一
過
程
で
の
主
要
な
敵
を
北
京
政

権
一
本
に
し
ぽ
り
、
そ
の
た
め
北
洋
大
軍
閥
と
の
提
携
の
構
想
を
も
ち
、

薯
奉
漸
三
角
軍
事
同
盟
の
結
成
に
乗
り
だ
し
て
い
っ
た
状
況
、
す
な
わ
ち
、

主
敵
の
打
倒
の
た
め
に
は
他
の
大
軍
閥
と
の
捉
携
を
も
敢
え
て
辞
せ
ず
と

す
る
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
的
な
現
実
主
義
戦
略
を
進
め
て
い
っ
た
、
孫
文
の

軍
事
指
導
を
実
証
的
に
分
析
す
る
。

　
第
二
章
で
は
、
財
政
的
苦
況
の
た
め
孫
文
の
政
治
・
軍
事
指
導
が
ど
の

よ
う
な
拘
東
を
う
け
、
ま
た
財
政
的
困
難
を
克
服
す
る
た
め
、
財
政
統
一

や
通
貨
改
革
の
実
行
を
ど
の
よ
う
に
試
み
、
や
が
て
そ
の
た
め
広
東
の
商

人
層
の
反
擬
を
買
い
、
一
九
二
四
年
一
〇
月
に
商
団
軍
の
武
装
蜂
起
を
惹

起
す
る
に
い
た
っ
た
過
程
の
実
証
的
な
究
明
が
な
さ
れ
る
。

　
第
三
章
、
第
四
章
で
は
、
申
請
者
は
国
民
党
内
の
派
閥
構
成
を
一
般
に

用
い
ら
れ
る
左
派
、
、
右
派
と
い
っ
た
概
念
で
は
な
し
に
、
元
老
派
、
太
子

派
と
い
っ
た
概
念
を
用
い
て
分
類
す
る
が
、
こ
こ
で
申
講
者
は
国
家
権
カ

の
奪
取
、
中
央
集
権
国
家
の
建
設
を
当
面
の
課
魍
と
す
る
、
磨
仲
憧
を
頂

点
と
す
る
元
老
派
と
、
産
業
の
振
興
、
広
州
の
経
済
発
展
を
重
視
す
る
太

子
派
の
対
立
と
い
っ
た
図
式
を
用
い
、
両
者
の
間
に
路
線
闘
争
が
進
行
し

た
と
見
る
。
こ
の
点
で
、
「
元
老
派
は
共
産
党
と
の
提
携
を
進
め
た
限
り

に
お
い
て
は
左
派
で
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
数
多
く
の
諸
勢
カ
と
手
を
縞
ん

で
政
治
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
政
治
的
選
択
は
、
伝
統
的
な
体
質
を

持
っ
て
い
た
。
一
方
、
太
子
派
は
共
産
党
と
の
提
携
に
批
判
的
で
あ
る
限

り
右
派
で
あ
う
た
が
、
む
し
ろ
資
本
主
義
的
市
場
を
建
設
す
る
た
め
に
は

革
新
的
で
あ
っ
た
」
と
す
る
申
請
者
の
指
摘
は
興
味
深
い
。

　
こ
れ
ら
の
党
内
派
閥
、
さ
ら
に
共
産
党
と
い
っ
た
政
治
集
団
に
対
す
る

孫
文
の
政
洛
指
導
の
特
徴
的
な
点
と
し
て
、
申
講
者
は
こ
れ
を
、
「
異
っ

た
路
線
を
決
し
て
一
つ
の
路
線
に
統
合
し
、
そ
の
派
閥
闘
争
を
止
揚
す
る

と
い
う
よ
う
な
方
向
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
い
い
、
さ
ら
に

「
い
わ
ぱ
各
派
閥
に
任
務
と
役
割
を
分
担
さ
せ
」
、
巧
妙
な
分
割
統
治
を
行

っ
て
い
っ
た
と
説
明
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
申
講
者
は
終
章
で

「
遠
心
力
型
バ
ラ
ン
サ
ー
的
統
合
」
と
い
う
モ
デ
ル
を
使
用
し
て
、
著
千

の
理
論
的
説
明
を
試
み
て
お
り
、
申
請
者
の
知
的
発
展
に
新
し
い
も
の
が

窺
え
る
。

　
第
五
章
は
、
国
民
党
の
と
っ
た
労
働
者
・
農
民
政
策
を
共
産
党
の
政
策

と
の
対
比
を
意
識
し
て
解
明
す
る
が
、
孫
文
の
指
導
の
面
は
比
較
的
叙
述

が
少
い
。

　
第
六
章
と
補
章
は
、
こ
の
時
期
の
国
民
党
の
外
交
を
取
扱
っ
た
も
の
で

あ
り
、
孫
文
亡
き
あ
と
の
国
民
党
の
外
交
方
針
が
「
革
命
外
交
」
へ
傾
斜

し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
孫
文
の
指
導
し
た
外
交
運
営
は
穏
健
で
、
実
利

的
な
成
果
を
重
視
し
、
そ
の
た
め
に
は
帝
国
主
義
列
強
と
の
取
引
を
も
敢

え
て
辞
せ
な
い
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
を
と
っ
た
こ
と
を
、
一
九
二
三
年
か
ら
二

四
年
に
か
け
て
の
広
東
海
関
関
余
請
求
を
め
ぐ
る
列
強
と
の
紛
争
事
件
を

ケ
ー
ス
に
分
析
す
る
。

　
孫
文
の
政
治
指
導
を
、
理
念
と
実
践
の
矛
層
と
統
一
に
即
し
て
い
え
ぱ
、

申
講
者
の
結
論
は
こ
う
で
あ
る
。
「
徹
底
し
た
現
実
主
義
、
つ
ま
り
政
治

的
有
効
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
、
崇
高
な
る
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
に
他

な
ら
な
い
と
い
、
つ
考
え
が
あ
り
、
現
実
志
向
の
伝
統
主
義
の
有
効
性
を

貫
く
こ
と
が
、
他
な
ら
な
い
未
来
志
向
の
革
新
主
義
の
達
成
に
導
く
と
い

う
論
理
で
あ
っ
た
。
で
あ
る
か
ら
孫
中
山
に
と
っ
て
、
現
実
政
治
の
追
求
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は
決
し
て
理
念
の
放
棄
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
L

、
つ

2
　
本
論
文
の
長
所
と
間
題
点

ま
ず
長
所
で
あ
る
が
、

o

次
の
三
点
を
ま
ず
あ
げ
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ

　
第
一
に
、
は
じ
め
て
具
体
的
に
孫
文
の
政
治
指
導
の
基
盤
を
分
析
し
た

点
で
あ
る
。
周
知
の
．
こ
と
く
、
戦
後
の
近
・
現
代
中
国
史
研
究
が
、
革
命

史
、
と
り
わ
け
思
想
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
偏
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
、
あ
る
意
味
で
、
戦
後
三
〇
年
間
、
わ
が
国
の
中
国
研
究
者
は
、
公
式

　
に
発
表
さ
れ
た
『
毛
沢
東
選
集
』
、
お
よ
ぴ
、
こ
れ
に
立
脚
し
て
書
か
れ

た
「
正
統
史
」
の
拘
束
か
ら
免
れ
て
い
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
し
か
し

今
や
申
国
研
究
は
、
当
時
作
成
さ
れ
た
原
資
料
の
発
掘
、
統
計
数
字
の
再

整
理
、
具
体
的
な
制
度
・
組
織
・
政
治
過
程
の
分
析
を
抜
き
に
し
て
は
、

そ
の
実
態
は
解
明
で
き
な
い
時
期
に
来
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
論
文

・
が
、
具
体
的
な
広
東
政
府
の
財
政
的
基
礎
、
中
・
小
軍
閥
の
経
済
事
情
、

国
民
党
内
の
派
閥
関
係
の
政
治
的
背
景
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
の
意

義
は
大
き
い
。

　
第
二
に
、
前
項
と
の
関
連
に
お
い
て
、
従
来
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

新
資
料
を
開
拓
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
六
〇
年
代
よ
り
多
く

　
の
新
し
い
資
料
が
次
々
に
研
究
素
材
と
な
っ
て
き
て
い
た
が
、
本
論
文
は
、

新
た
に
香
港
華
字
日
報
有
眼
公
司
の
『
薬
字
日
報
』
、
上
海
時
報
館
の

『
時
報
』
な
ど
を
使
用
し
、
特
に
広
東
を
中
心
と
す
る
「
客
軍
」
の
動
向

分
祈
に
新
し
小
分
野
を
開
妬
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
壮
、
当
塒
の
堆
華
邦

字
誌
（
『
支
那
時
事
』
等
）
に
よ
っ
て
部
分
的
に
報
道
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
る
が
、
原
資
料
に
よ
る
実
証
的
な
分
析
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
国
民
党
史
研
究
に
重
要
な
貢
献
を
し
た
点
で
あ
る
。
従
来
わ

が
国
に
お
け
る
国
昆
党
史
研
究
は
、
中
国
国
民
党
員
の
特
定
の
立
場
か
ら

の
概
説
、
お
よ
ぴ
、
こ
れ
ら
に
立
脚
し
つ
つ
も
狂
精
衛
政
権
評
個
の
立
場

か
ら
資
料
を
再
整
理
し
た
波
多
野
乾
一
『
中
国
国
民
党
通
史
』
に
依
存
す

る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
の
実
情
は
、
正
式
に
採
択
さ

れ
た
文
書
、
正
規
の
機
関
、
人
的
構
成
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
諸
説
入
り
乱
れ

る
有
様
で
、
具
体
的
な
政
策
決
定
の
過
程
な
ど
に
つ
い
て
は
極
め
て
惜
報

が
乏
し
か
っ
た
。
本
論
文
は
、
孫
文
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
解
明
の
見
地
か

ら
、
一
九
二
四
年
一
月
の
中
国
国
民
党
一
全
大
会
関
連
文
書
を
検
討
し
、

す
で
に
山
田
辰
雄
『
中
国
国
民
党
左
派
の
研
究
』
が
解
明
し
た
こ
と
と
都

分
的
に
は
重
複
し
て
い
る
も
の
の
、
よ
り
詳
細
に
当
時
の
孫
文
と
党
機
関

と
の
関
係
を
解
明
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
長
所
に
つ
い
て
の
ぺ
れ
ぱ
、
本
論
文
は
、
孫
文
に
お
け
る
「
革

命
方
略
」
と
「
建
国
方
略
」
の
両
側
面
を
「
元
老
派
」
と
「
太
子
派
」
の

対
立
に
反
映
さ
せ
て
統
一
的
に
把
握
し
、
他
方
、
国
民
党
改
組
の
制
度
論

的
再
検
討
、
「
広
東
商
団
軍
」
の
反
乱
の
不
可
避
性
を
明
ら
か
に
す
る
な

ど
、
中
国
研
究
の
現
段
階
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
論
文
全

体
の
論
旨
も
一
貫
し
て
お
ら
、
新
し
い
解
釈
も
所
々
に
見
ら
れ
、
申
請
者

の
研
究
者
と
し
て
の
能
力
を
、
十
分
に
し
め
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
政
治
外
交
史
ま
た
は
1
政
治
学
の
論
文
と
し
て
見
た
場
合
、
問

題
点
も
少
な
く
な
い
。
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第
一
に
、
孫
文
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
の
分
析
は
、
合
従
連
衡
的
な
パ
ラ

ン
ス
感
覚
、
お
よ
ぴ
、
財
務
的
リ
ア
リ
ズ
ム
感
覚
に
集
中
し
、
三
民
主
義
、

と
く
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
独
自
性
と
そ
の
意
義
は
ほ
と
ん
ど
検

討
さ
れ
て
い
な
い
。

　
第
二
に
、
孫
文
が
、
黄
興
・
宋
教
仁
ら
「
国
粋
派
」
と
い
わ
れ
た
人
々

に
対
し
て
「
国
際
派
」
と
呼
ぱ
れ
た
特
質
は
、
ほ
と
ん
ど
分
析
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
の
点
は
、
恩
想
史
上
の
重
要
課
題
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
人

脈
関
係
、
伝
統
的
勢
カ
と
の
関
係
、
政
治
的
ブ
レ
ス
テ
ィ
ヅ
ジ
の
問
題
な

ど
と
関
連
し
、
政
治
過
程
論
的
ア
ブ
ロ
ー
チ
の
場
合
に
も
欠
く
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
第
三
に
、
従
来
の
い
わ
ゆ
る
”
正
統
的
革
命
史
。
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、

国
民
党
内
の
諸
派
閥
、
客
軍
、
西
南
中
小
軍
閥
、
北
方
大
軍
閥
、
そ
し
て

中
国
共
産
党
、
政
治
力
学
の
次
元
で
の
み
論
じ
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
あ

る
。
孫
文
に
お
け
る
「
知
」
と
「
行
」
と
を
全
く
分
離
し
た
形
で
論
じ
て

い
る
が
、
こ
の
申
請
者
の
「
中
国
革
命
思
想
」
理
解
の
方
法
に
問
題
が
あ

る
よ
う
で
あ
る
。
当
時
の
中
国
に
お
い
て
革
命
思
想
が
政
治
力
学
の
次
元

で
現
実
に
機
能
し
得
た
時
代
状
況
を
、
よ
り
深
く
分
析
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
上
記
と
関
連
し
て
国
際
環
境
、
と
く
に
列
強
の
対
華
政
策
の

分
析
を
欠
い
て
い
る
点
も
問
題
で
あ
ろ
う
。

緒

論

　
以
上
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
論
文
に
は
い
く
つ
か
の
間
題
点
が
あ
り
、

申
請
者
の
研
究
者
と
し
て
の
一
段
の
成
長
に
期
待
す
る
点
が
多
々
残
る
に

せ
よ
、
本
論
文
を
、
現
在
の
わ
が
国
に
お
け
る
中
国
政
治
外
交
史
研
究
の

水
準
か
ら
見
る
と
き
、
申
請
者
の
着
眼
点
、
資
料
分
析
、
独
特
の
解
釈
は

卓
抜
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
学
問
的
貢
献
を
行
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
よ

っ
て
所
定
の
試
験
成
繍
を
も
併
せ
老
慮
し
、
一
橋
犬
学
法
学
博
士
の
学
位

を
受
け
る
に
十
分
値
す
る
と
認
定
す
る
。

　
　
一
九
八
二
年
二
月
一
〇
日

812




